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● 1日…開園記念祝賀会 

● 5日～…町内ショッピング 

● 12日～…八代ショッピング 

  （今回は、複数日数に分けての 

   実施予定です） 

10月の主な行事 

  

● 【インフルエンザ予防接種】 

   今年は、新型コロナウイルス流行のため、インフルエンザとの同時流行が考えられ 

   ます。その為、感染予防の一環として、例年通り予防接種をすすめていきたいと思 

   いますのでよろしくお願い致します。 

● 【面会制限の一部解除について】 

   新型コロナウイルスの感染対策として面会制限をしておりましたが、１０月１日よ 

   り一部解除といたすことになりました。面会される際は、必ず事前に来園日時をご連絡いた 

   だきますようお願い致します。 

●  【衣替えについて】 

   朝晩と肌寒くなってきましたのでご利用者の衣類調整を行ってまいりたいと思います。 

   ご自宅で秋冬物を管理されているご家族はご持参戴きますようお願いします。 

 『敬老祝賀会』 

9月 21日は、「敬老の日」

ホームの最高齢者は97歳、平

均年齢88.9歳です。利用者様

は、厳しい時代に生きてこられ

た方々で、職員はいつも素敵

な笑顔に励まされています。

この日は、長年の労をねぎら

い、感謝の気持ちを込めてお

祝いしました。家族と電話で話

をするのが一番の喜びです。 

『ホームの生活』 

 
洗濯物たたみは

毎日の日課になっ

て言います。4人で

賑やかにたたみまし

た。 

皆さんの歌に合

わせてお手玉で遊

びました。年を重ね

ても職員より上手に

されます。 

お知らせ 

今月は一口ピザ作りをしました。餃子の皮に

様々な具材を載せて、ミックスピザを作りまし

た。コンパクトなサイズで手ごろに食べられ評

判でした。皆さんこのピザ作りにも大分慣れ

られ手際よく調理されていました。 

メニューも豊富！ 

上
手
に
で
き
た 

 
 

よ
う
で
す
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楽しそうー！ 

グループホームだより 

坂口 誠 生活支援員 

新人職員紹介 

 ９月７日から勤務して

おります坂口と申しま

す。環境整備や送迎ド

ライバーをしていきま

す。よろしくお願いいた

します。 

調理クラブ 



広報つわぶき 

敬老おめでとうございます。皆様が健康にこの日を

迎えられたことを大変嬉しく思います。 

施設から心ばかりのお祝いの品を贈らせていただ 

きました。これからもお体に気を付けて楽しい毎日

をお過ごし下さい。 

いつもおいしいお弁当 

ありがとうございます。 

喜んでいただけて

良かったです！ 

喜寿おめでとう

ございます！ 

39周年のお祝いの 

言葉を頂きました。 

みんないい笑顔 

おいしいですか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

広報つわぶき 

 昭和56年10月に身体障害者療護施設「石蕗の里」として開園し、今年で39

周年を迎えました。これも偏にご利用者様とご家族、関係各位の皆様方のご指

導のお支えの賜物だと職員一同厚く御礼感謝申し上げます。今年は、7月4日に

発生した線状降水帯による豪雨にて、多くの方々が被災されました。3か月が

経過しましたが、まだまだ復興の最中です。被災されました皆様に心よりお見

舞い申し上げますと共に、一日も早く平穏な生活が戻られることを心からお祈

りいたします。また、当施設へも関係各位の皆様よりご心配と、ご支援いただ

きましたことに感謝いたします。更に今年は、新型コロナウイルス感染拡大に

伴い、ニューノーマルな日常、今までの当たり前が大転換を迎え、新しい当た

り前が成立する生活様式が求められています。介護現場においても十分な感染

対策を行い、利用者様の新しい日常生活を、どの様に提供していくかが正に問

われています。私達はこのコロナ禍の中にあって、感染対策が利用者様の日常

を制限し、施設生活を窮屈な過ごし難いものにするのではなく、全く新しい発

想と確実性を持ったニューノーマルなサービスを提供していく必要があると考

えています。利用者にとって良い事・職員にとって良い事・法人にとって良い

事。「3方よし」だけを実行して参ります。まだまだ人手不足・人材育成・定着

等解決していかなければならない課題は沢山ありますが、職員一丸となって誠

心誠意努めて参ります。これからも皆様方のご理解とご支援をお願い致しま

す。                      施設長  山本 恭永                 

永年勤続表彰 

永年勤続１０年２名、２０年２名 

会場風景 

施設長の挨拶 理事長の挨拶 

20年を振り返ってみて 


